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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・新年互礼会開催場所が、古民家から青陽館３階に変更となっています。時間の変更はありません。

・節約推進・物流管理委員会で、各部署が電気や空調を適切に使用されているか節約ラウンドチェックを実施いたしました。西病棟への指摘はありませんでした。

最近暗くなるのが早いため、廊下の電気のつけっぱなしが多く見られるため電気がもともと点灯していても、誰もいないような状態の際は電気を消すようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・赤坂 順一様～12/30(木)11:00～18:00まで、外出希望が出ており主治医より許可とな

っています。

＜川端Dr診察＞

· 横山 耕生様～診察時、仕事がしたいとの訴えがあり、主治医より仕事がしたいならプ

ログラムや作業を休まずに参加できるようになる必要があるのではないかとの説明受けています。本人様は内容が簡単すぎるから出ないと話されているため、今後作業スタッフと検討していくよう指示が出ています。

・羽立 和子様～主治医より正月の外出泊について、ご家族に本日中に確認してくださいと

の指示でています。月曜日に主治医への報告を行って下さい。

・曽我 正子様～診察時お兄さんの電話番号が知りたいとの訴えがあるため、今後姉様・

妹様が面会に来た際や電話をかける際に、本人様より確認するよう促されています。また軽躁状態であるため、精神症状の観察を蜜に行っていきましょう。

　　　　　　　

・宮本 建蔵様～排便コントロールの為の予測指示が、同内容にて本日から1/5(水)まで

出ています。

・江刺家 陽輝様～腕時計に金属のチェーンを通して、ベルトに結びつける事があり、金属チェーンの自己管理は不許可となっています。また腕時計の購入に関しては、担当スタッフと相談して決めていきましょう。

・山田 隆雄様～現在タバコ購入の為お菓子を減らしており、本人様から腹が減るとの訴え診察時に聞かれています。今後体重の変動に注意して観察していきましょう。

・岡田 石子様～入院費がどれくらいかかっているのか知りたいとの訴えが本人様よりある為、担当のスタッフから説明を行って下さい。また詳しい内容については、医事に依頼して説明を受けてください。

・佐々木 康子様～本日の診察にて「眠剤いらない、眠れるから」と話されています。主

治医より以前は睡眠時間が極端に少なく、いまくらいが丁度良いとの説明を受け了承されています。また南山苑に母様が入所されており、話したい事があると話されているため、今後ご家族の面会時に内容の事実確認を行っていきましょう。

＜注目患者様　評価・検討＞

・菅井 浩子様～余暇時は自室のベットにて、臥床して過ごされています。本日はプログラムや日課の拒否みられ、食事は朝・昼共に自室にて摂取されています。また以前症状が悪化・した際、化粧品を飲んでしまった事がある患者様のため、本日本人の了承を得て私物をスタッフルームにて預かりとなっています。今後も継続して日課の取り組み状況や食事摂取量、精神症状と衝動行為に注意し観察していきましょう。

　　　　　　　

· 宮本 建蔵様～昨日オートドアの前に表情を硬くして立っている事があり、スタッフ介

入要しています。準夜帯にてご家族に正月外泊の確認を行って以降、落　着いて過ごす事出来ています。本日は自室にて臥床している事が多く、スタッフの声掛けに「調子が悪い」と話され作業を拒否していましたが、終了15分前に自ら作業へくる事出来ています。今後も継続して衝動行為に走らないよう、日課の取り組み状況の確認と本人様からの訴えを傾聴していきましょう。

・石切 久様～本人様より「レストランは落ち着かない、左の後ろが気になる」との訴えが続いています。本日朝は病棟にて食事を摂取されています。昼食は一度レストランへ行かれるも恐怖感を訴え、病棟にて食べています。余暇時は他者交流もみられ落ち着いて過ごされています。増薬しているため今後も精神症状の観察を行っていきましょう。

・工藤 瑞穂様～前回、前々回の外泊の際、リストカットを行ったとご家族、本人様からの情報提供がありました。小島CPからは外泊の際、自室の教科書等を見ると、今後の事について考えてしまい、葛藤してしまうと話されているとの情報提供受けています。今後、母様から主治医との面談希望があります。主治医確認後、面談を実施していく予定です。

・寺沢 彩恵様～調子が悪いと話し、食事を拒否される事多くみられています。本日朝は

不食、昼はレストランにて３口程摂取されています。今後は食事の必要性の説明し、精神状態、身体状態、体重の変動に注意しながら観察していきましょう。

＜川端Ｄｒ担当患者様ケース検討＞

・横山 耕生様～12/27(月)に母様が青山荘の見学後、入所手続きの希望され現在調整を行っています。当日は本人様より希望した際の同伴が主治医より許可されています。また２月～３月に退院の方向で考えている為、精神状態が崩れないよう今後も精神状態の観察・介入を行っていきましょう。退院一ヶ月前に主治医より北病棟の療養会を参考に、退院療養検討会を実施するようとの事です。

· 佐々木 康子様～一昨日夕方に感情失禁みられていますが、服薬にて症状安定されてい

ます。先日本人様から「家族に捨てられた」との訴えがあり、本人様にはご家族の方は定期的に面会に来て外出泊にも連れて行ってくれるため見捨てられてはいない事を説明していき、不安を取り除くよう介入を行っていきましょう。また「スタッフの声や咳払いが自分へのあてつけに感じる」と訴えて来る事もあるためスタッフ自身の言動にも注意していきましょう。今後の目標として病棟で居心地良く安心して生活できるよう、環境を整え、介入していきましょう。最終目標としては、本人希望があれば病院の外での生活ができる様に、支援していきましょう。

・曽我 正子様～本人様から外出泊の希望が聞かれているため、本人の精神状態が落ち着いている時に、最初は家族付き添いで苑内散歩等をしてもらい、徐々に外出泊に出かけられるよう働きかけていきましょう。外出時主治医不在の際は、他のDrに許可を貰うよう主治医から指示出ています。

・田名部 浩平様～外泊について、定期的に行っていけるように担当スタッフはご家族と本人と話しを行うなど、働きかけをしてください。
